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止葉長など重要な 10形質を 2009年と 2010年に測定し、統計的解析を行った。分子マーカーによる解析には

























審    査   の   要   旨 
 本論文は、イネ在来品種を多数保有しながらも、収量性安定化・増大のために育種母本として国際イネ
研究所由来のイネ品種を導入してきたインドネシアにおいて、改良品種および在来品種について、その遺伝
的多様性の現況を把握し、多様性維持機構について考察するとともに今後の稲育種における遺伝資源の重要
性を提言したものである。インドネシアは古くからのイネ栽培大国であるが、これまでにイネ遺伝資源を在
来品種および現有の育成品種を含めて評価した例はなく、インドネシアイネ育種の基盤研究としての価値を
持つ。中でも多数の島から構成されるインドネシアにおいて選抜や遺伝的浮動によって島ごとに遺伝的分化
が生じているものと推定されていたが、本研究において多様性は維持されているが、島ごとの分化が認めら
れないことを明らかにした点は、遺伝育種学的観点からも学術的価値のある新知見である。さらに、国際イ
ネ研究所由来のイネ品種に依存しすぎる育種は、遺伝的脆弱性を生むことにもなるため、インドネシア原産
遺伝資源の多様性を示し、その利用の必要性を提示した本研究は、今後のインドネシアイネ育種の方向性を
示すものとして重要である。 
 
平成29年6月19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確認を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
